
 

コラム ICHARMの佐山研究員が文部科学大臣表彰（若手科学者賞）を受賞 

水災害・ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ国際ｾﾝﾀｰ（ICHARM）水災害研

究ｸﾞﾙｰﾌﾟの佐山敬洋研究員が、平成 25 年度科学技

術分野の文部科学大臣表彰受賞者の若手科学者賞

を受賞し（写真-1）、2013 年（平成 25 年）4 月 16

日に表彰式が執り行われました。 

  文部科学省では、科学技術に関する研究開発、理

解増進等において顕著な成果を収めた者について、

その功績を讃えることを目的として文部科学大臣

表彰を定めています。その中で若手科学技術者賞は

先駆的な研究、独創的視点に立った研究等、高度な

研究開発能力を示す顕著な研究業績をあげた 40 歳

未満の若手研究者に贈られるものです。 
  佐山研究員が受賞した研究内容は「世界の大洪水

を対象にした降雨流出氾濫予測に関する研究」で、

その内容は、世界各地で発生する大規模洪水を対象

に、流域全体を対象にして河川流量から洪水氾濫ま

での現象を一体的に予測する技術「降雨流出氾濫ﾓ

ﾃﾞﾙ（RRI ﾓﾃﾞﾙ）」を開発したものです。佐山氏は、

従来困難であった山地地域からの降雨流出現象と

平野部の洪水氾濫現象を的確かつ迅速に解析でき

る技術を開発しました。これにより、広大な流域を

対象にして準ﾘｱﾙﾀｲﾑに得られる降雨を入力して速

やかに洪水氾濫を予測することを可能にしました。 
  図-1 にその応用例を示します。本事例では 2011

年にﾀｲ国で発生した洪水を早い段階からｼﾐｭﾚｰｼｮﾝし、下流部の洪水がその後１カ月にわたっ

て長期化するという予測結果を得ました。この結果は、同洪水の実態を分かりやすいｱﾆﾒｰｼｮ

ﾝで示すことに成功し、NHKをはじめ多くのﾒﾃﾞｨｱにも取り上げられました。 
  一連の研究成果は社会活動に貢献しただけでなく、科学技術の発展に対して評価されたも

のであり、今後、この研究がさらに進展し、世界の水災害ﾘｽｸの軽減に貢献することが期待さ

れています。 
 
 
 
 

 
写真-1 受賞した佐山研究員 

 

 
図-1 解析結果の一例 
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